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要旨 

　令和6年能登半島地震は、珠洲の塩生産に大きな打撃を与えた。本活動は、珠洲の塩の価値を発信

することで災害復興に貢献するとともに、500年前から続く揚げ浜式製塩法の継承につなげることを目的

とした。珠洲の塩の現状について文献・ウェブ等で調査を行った結果、未開拓市場である美容分野での

活用可能性に着目し、珠洲の塩を用いたスクラブを提案した。その実現可能性を検討するため、スクラブ

の試作や企業への聞き取り調査を実施した。その結果、珠洲の塩を用いた美容製品には一定の需要が

期待できる一方で、科学的根拠の不足、価格面、ブランド価値の維持といった課題が明らかとなった。以

上より、現時点では珠洲の塩を原料とした美容製品の実用化・商品化は困難であると結論づけた。 

 

 



１.研究背景と目的 

　 

　珠洲の塩は、500年前から続く伝統的な揚げ

浜式製塩法を日本で唯一残している。しかし、

令和6年に起こった能登半島地震により、甚大

な被害を受けた。揚げ浜式製塩法を絶やすこと

なく将来にもつないでほしいという思いから、こ

の題材を設定した。災害復興のため、まずは珠

洲の塩の価値を多くの人に知ってもらうことを目

標とした。そのために、まず現地の被害状況の

明確な把握から、次に現状を打開できるような

解決策を模索する。そのうえで、現在、珠洲の

製塩にはどのような課題があり、どういった解決

を目指すべきなのかというところから考え始め

た。 

 

 

 

 

２.調査・分析 

 

　珠洲の塩の現状を知るためにインターネットで

調査を行うとともに、珠洲の塩の製作に携わって

いる企業に震災による被害状況について聞き込

みを行った。 

　まず、インターネットで調査を行った。2000年

の人口は19852人で、その後、減少が続き、

2025年での人口は12929人となった。これからも

珠洲市の人口は減り続けるものと予測される。

(図1) 

　このことから、珠洲の塩の製作に携わる人材も

珠洲市の人口の減少に付随して減り続けるもの

と予想され、後継者不足という悩みが生じると思

われる。 

 

 

　図１　珠洲市の人口減少 

 

　次に、珠洲の塩の製作に携わっている企業

へ、メールで珠洲の塩の製作を行っている現場

の現状について聞き込みを行った。 

　2024年1月1日の令和6年能登半島地震によ

り、珠洲市は甚大な被害を受けており、それは

珠洲の塩の製作を行っている現場も例外ではな

かった。 

　その被害状況はさまざまであり、私たちがコン

タクトを取った会社は塩田への直接的な被害は

なかったそうだが、工場の半壊、釜の煙突の折

損などの被害にあったそうである。他にも、海岸

線が離れ海水の取水が困難になるなど、地形の

大幅な変化による被害にもあったらしい。 

　また、他社の被害状況も軽いものではなく、塩

田全体が土砂に巻き込まれて流された会社、塩

田にひびがはいった会社、かん水をためるタン

クが損傷した会社、震災後の豪雨で塩田や釜

が泥に埋まった会社など、深刻なるさまざまな損

害を被っているとのお返事をいただいた。 

　このことから、珠洲の塩田や工場の復旧には

多大な費用と時間が必要になると思われる。 

　 

 

 

３.解決に向けた提案と実践 

 

　以上の問題を解決するため、私たちは珠洲塩

を使ったソルトスクラブを提案した。 

　ソルトスクラブとは塩と保湿クリームを配合した

美容商品のことであり、塩の粒子によって肌の

角質などを落とす効果がある商品である。珠洲

の塩は製塩の過程で土壌由来のミネラル分を

多量に含んでおり、これらが肌のバリア機能の

維持、血行促進作用などをもたらす。 

　現在珠洲塩の道の駅やオンラインショップなど

の販売元が扱っている天然塩を使った商品は

食用品のみである。そこで私たちは珠洲の塩に

とって未開市場である、美容方面の新しい商品

の提案によって、珠洲の塩の知名度向上による

後継者不足の改善と経済支援による災害復興

をはかる。 

 

｛スクラブ作り｝ 



　私たちは、スクラブがより広まるようにするため

に、簡単にスクラブを作ることができるか、費用

はどの程度必要か予測するために一度自作し、

実践した。 

　スクラブの制作は以下の手順に従い、班員7

名で行った。 

1.​ 事前にココナッツオイルと珠洲塩、塩の

比較材料として伯方の塩を用意。 

2.​ 実験前の手の肌の感触を確認し、肌の

様子を記録するとともに写真を撮影し

た。 

3.​ ココナッツオイルと塩を1:2の割合でオイ

ルが液体状になるまで混合し、ソルトス

クラブを作成した。 

4.​ 手に一円玉大の大きさ程度に塗布し、

二分間ほど手にマッサージを行った。 

5.​ 流水で十分に洗い流し、肌の感覚を調

べ実験前と比較するため再び手の写真

を撮影した。 

 

 
図2　実験材料 

 
　図3　実験の様子 

　実験の結果、市販の塩を使用して作成したソ

ルトスクラブと珠洲の天然塩を使用して作成した

ソルトスクラブを比較したところ、双方使用前との

肌の感触については大きな違いが見られなかっ

た。 

　しかし、珠洲の塩のスクラブは粒がしっかりして

おり固形感の強いスクラブになり、市販の塩のス

クラブは粒が細かくとろみのあるスクラブになると

いったように、珠洲の塩のスクラブの見た目やテ

クスチャー、使用感については市販の塩との差

が見られた。また、使用した時に肌の荒れなど

は見られなかった。そのため、市販の塩との違

いは確認できたものの美容効果の根拠がなかっ

た。 

 

｛保護者への聞き取り｝ 

　続いて、珠洲の塩を使ったソルトスクラブの需

要について調べるために、利用者層と一致して

いる保護者５名の意見を伺った。 

　珠洲の塩を使ったソルトスクラブに対する意見

として多く寄せられたものとしては、地元の人も

親近感があり県外の人も復興応援として購入し

たくなるといった回答が挙げられた。そして、ソ

ルトスクラブという商品の形式に対しての回答は

幅広い年齢層で需要があるというもの、2、3か月

に一度使うのみで使用頻度が低いというもの、ク

リーム状が良いというものなどがあった。また、改

善案として商品の包装を印象的なものにすると

いう意見やソルトスクラブ以外の美容品のバスソ

ルトなどの形式を考えると良いという意見が上

がった。 

 

 

 

 

４.考察 

 

　珠洲の塩を原料とした美容製品の製作につい

て、以上の実験およびインタビューから得られた

結果を踏まえ、その実現可能性について検討

する。まず、珠洲塩から簡易的なスクラブを製作

した実験について、この検証は簡易的なもので

あり、効果の判定は参加者の主観的な評価に

大きく依存していたため、この実験結果だけで



は美容効果を科学的に実証したとはいえなかっ

た。美容効果の科学的根拠については、企業

への聞き取り調査においても、食用塩公正取引

協議会の規約により美容効果を示す表示が難

しいことや、珠洲塩を使用したスクラブの美容効

果を科学的に裏付けることが困難であるとの回

答が得られた。また、本校生徒の保護者へのイ

ンタビューについて、保護者の中には、需要が

あり、価格によっては使用したいと考える人が多

いことが明らかになった。しかし、価格に関して

は、企業から、珠洲の塩は高価であるため製造

原価が高くなり、販売価格も高くなる可能性があ

るとの意見が得られた。 

　これらの結果を踏まえ、原材料費の高さによる

価格面での課題や、科学的効能の提示につい

ての課題から、現時点での珠洲の塩を原料とし

た美容製品の実用化・商品化の実現は困難で

あるという結論に至った。 

　また今回の調査より、企業は、長年培ってきた

ブランド価値や信頼性を重視しており、商品開

発においてその価値を損なわないよう慎重に判

断していることが伺えたため、伝統産業での新

商品開発においては、ブランド価値や信頼性の

維持と、現代の需要に応じた開発を両立させる

ことが大きな課題になると考察できる。 

 

 

 

 

５.今後の課題と展望 

 

 　本探究活動では、「珠洲塩を使った復興応

援」について探究を行い、珠洲塩において、令

和6年能登半島地震の影響は大きかったが、後

継者不足が大きな問題であると分かった。一方

で、実際にスクラブを作成することが１回しかで

きず、そのスクラブの効果も客観的に見ることが

できなかったという課題も明らかになった。 

　今回の活動ではソルトスクラブの作成と株式会

社珠洲製塩にメールを送り、実際に珠洲塩に関

わっている人に聞くことを中心に調査を行った。

しかし、企業が慎重な立場を取っている、調査

期間が短い、ソルトスクラブとして販売するに

は、原則として「化粧品」としての販売許可が必

要であるため、という課題があったため、商品

化・販売までは行うには厳しいという課題が残っ

た。 

　以上の課題から、今後はソルトスクラブの作成

では実現が厳しいため、美容分野ではなく、食

品分野の方での商品化を目指していきたいと思

う。その中で、知名度の向上は継続して目標と

するため、目につくような新しい食品を考案する

ことから今後の能登の復興応援につなげていき

たい。 

 

 

 

 

６.結論 

 

　令和6年能登半島地震によって、珠洲の塩の

塩田に大きな被害を受けた。インターネットやす

ず塩田村の方に聞くことにより、被害状況を明

確にした結果、塩田や工場の復旧には多大な

費用と時間がかかるとわかった。そこで、珠洲塩

の価値を高めることを目的に、私たちは、珠洲

の塩を使ったソルトスクラブの提案をした。実際

に珠洲塩を使ったソルトスクラブを作った結果、

肌への安全性は確かめられたが、市販の塩を

使ったソルトスクラブと比較した場合、効果は確

かめられなかった。また、保護者のインタビュー

では、珠洲塩のソルトスクラブを使ってみたいと

いう声があったが、費用による懸念の意見もあっ

た。企業は、長年培ってきたブランド価値を重視

しているため、商品開発に対して、慎重な立場

をとっているとわかった。 

　以上から、私たちは、ソルトスクラブの作成は

難しいと結論づけた。今後は、珠洲の塩のブラ

ンド価値を損なわない、食品方面での使用を考

えたい。 
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